
【セクター】

【市場】

【業績】 （単位：売上、純利益は百万ドル、EPS、DPS、BPSはドル、ROE、⾃⼰資本⽐率は％）

決算期 売上高 純利益 EPS DPS BPS ROE 自己資本比率

15年12月期 17,928 3,669 1.29 0.00 15.5 9.1 89.5

16年12月期 27,638 10,188 3.49 0.00 20.5 19.7 91.1

17年12月期 40,653 15,920 6.16 0.00 25.6 27.2 88.0

※EPS：1株当たり利益、DPS：1株当たり配当、BPS：1株当たり純資産、ROE：株主資本利益率 （出所）BloombergデータよりSBI証券が作成

【主要指標】 　

図表1 月間アクティブユーザー数 図表2 ユーザー当たり売上高
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　　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成 　　　（出所）会社資料よりSBI証券が作成

【会社の⾒⽅】
SNSはネットワーク効果（潜在的な顧客にとっての物やサービスの価値が、既にその物・サービスを利⽤している顧客の数に依存すること）
が⼤きいことから、同分野で同社に追いつくのは非常に難しくなっていると考えられ、これが同社に質の高い利益成⻑を期待できる根拠となっ
ています。足もとで4割を超える売上の伸びは、SNSが広告メディアとして認められたことによる広告単価の上昇が牽引し、さらに「インスタグラ
ム」事業など「フェイスブック」以外の収益化の進展が加わったものです。

【⾒通し・注目点】
18年3月に⼤規模な個⼈データの流出が発覚し、これに対する対応から業績の伸びが鈍化する⾒通しです。18年4-6月期のガイダンス
で、年後半の売上伸び率は桁台後半の％ポイント分低下するとし、⼀⽅18年12月期の営業費⽤は前年同期⽐50〜60％増の⾒込み
としました。また、19年12月期についても、費⽤の伸び率は売上の伸び率を上回る⾒通しとしました。コンセンサス予想によると、18年12月
期EPSは前年⽐31％増の8.04ドル、19年12月期は同18％増の9.47ドルが⾒込まれています。

【企業概要】
世界最⼤のソーシャル・ネットワーキング・サービス(SNS)を運営する企業です。「フェイスブック(Facebook)」、写真共有SNSの「インスタグ
ラム（Instagram)」、メッセージアプリの「メッセンジャー(Messenger)」、「ホワッツアップ(WhatsApp)」などを運営して、中国を除く世界
のSNSサービスで圧倒的なシェアを保有しています。また、仮想現実技術の「オキュラス(Oculus)」も展開しています。売上の50％を米
国・カナダが占め、98％を広告収入が占めます（17年12月期）。
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